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第１章 総則 

第１節 計画の目的等 
第１ 計画の目的 

一般災害対策編 第１章 第１節 第１「計画の目的」に準ずる。 
 

 

第２ 計画の性格（その他の法令に基づく計画との関係） 
西之表市地域防災計画は、それぞれの災害の種別に応じて、風水害等の自然災害や大規模事故

等に係る「一般災害対策編」、地震・津波災害に係る「地震・津波災害対策編」の対策編２編と資
料編から構成されるが、本計画は、このうち、地震・津波災害に係る「地震・津波災害対策編」で
ある。 

また、本計画は、市域の地震・津波災害対策に関する基本計画であり、鹿児島県地域防災計画
と抵触することがないよう緊密に連携を図ったものである。 

なお、本計画に定めのないものについては、「一般災害対策編」を準用する。 
 
 
 
 
 
 

 
 

第３ 計画の理念 
一般災害対策編 第１章 第１節 第３「計画の理念」に準ずる。 

 

  

西之表市地域防災計画 

地震・津波災害対策

一般災害対策編 資 

料 

編 
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第４ 計画の構成 
本計画は、第３計画の理念で示した「既往災害の教訓を生かし、市民の生命、身体及び財産を

災害から守る」という計画の基本理念を実現するため、災害予防、災害応急対策及び災害復旧に
関する施策を有機的に結び付けられるよう、以下のような構成とした。 

 
第１章 総則 

第１節 計画の目的等 
第２節 防災関係機関の業務の大綱 
第３節 市民及び事業所の基本的責務 
第４節 市の津波災害履歴 
第５節  災害の想定 
第 6 節  地震等防災・減災対策の目標 
 

第２章 地震・津波災害予防計画 
第１節 津波災害予防の基本的な考え方 
第２節 津波災害に強い地域づくり 
第３節 地震・津波災害に強い施設等の整備 
第 4 節 迅速かつ円滑な災害応急対策への備え 
第 5 節 市民の防災活動の促進 
 

第３章 地震・津波災害応急対策計画 
第１節 活動体制の確立 
第２節 初動期の応急対策 
第３節 事態安定期の応急対策 
第４節 社会基盤の応急対策 

 

第４章 災害復旧・復興計画 
第１節 地域の復旧・復興の基本的方針

の決定 
第２節 公共土木施設等の災害復旧 
第３節 計画的復興の進め方 
第４節 被災者等の生活再建等の支援 
 

第５章 南海トラフ地震防災対策推進計画 
第１節 総則 
第２節 南海トラフ地震発生時の活動体

制の確立等 
 第 3 節 関係者との連携協力の確保 
 第 4 節 津波からの防護、円滑な避難の 

確保及び迅速な救助に関する事項 
第５節 時間差発生等に備えた対応 
第 6 節 地震防災上緊急に整備すべき施

設等の整備計画 
第 7 節 防災訓練計画 
第 8 節 地震防災上必要な教育に関する

計画 
 

 

第５ 計画の修正 
一般災害対策編 第１章 第１節 第 5「計画の修正」に準ずる。 
 
 

第６ 計画の周知 
一般災害対策編 第１章 第１節 第６「計画の周知」に準ずる。 
 
 

第７ 計画の運用・習熟 
一般災害対策編 第１章 第１節 第７「計画の運用・習熟」に準ずる。 
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第２節 防災関係機関の業務の大綱 
一般災害対策編 第１章 第２節「防災関係機関の業務の大綱」に準ずる。 
 
 

第３節 市民及び事業所の基本的責務 
一般災害対策編 第１章 第３節「市民及び事業所の基本的責務」に準ずる。 
 
 

第４節 市の津波災害履歴 
記録に残る県内の津波による被害は、1605 年（慶長９年 12 月 16 日）に大隅から薩摩にかけて

の海浜に大浪が寄せて来て、建物も人も多数被害を受けたとか、1707 年（宝永４年 10 月４日）
に地震で海水が大いに溢れて種子島東側の浦で人家が１０軒流失したというものがある。また、
桜島の安永噴火における海底噴火に伴い大きな津波が生じ、６人を引き去ったという記録もある。 

近年では、1960 年（昭和 35 年５月 23 日）のチリ地震津波で、日本各地は発震後ほぼ一昼夜を
経て津波の襲来を受けているが、鹿児島県内でも各地に浸水による被害が発生し、特に奄美大島
では、637 戸の床上浸水、1,321 戸の床下浸水による災害が発生している。ちなみに、日向灘で大
規模な地震が発生した場合、津波の第一波は発震後 20 分以内で大隅東岸に到達することになり、
これが満潮時と重なると更に災害を大きくすることになる。 

記録された事例は少ないが、鹿児島県においても過去に津波の襲来を受けており、今後もまた
襲来することが十分予想される。また、国が想定した南海トラフの巨大地震による津波への対応
も検討する必要がある。 
 
【市に係る宝永地震津波】 

・ 宝永４年 10 月４日(1707 年 10 月 28 日)のマグニチュード８超の南海トラフ沿いの地震
による津波で、大分・宮崎では死者や多くの家屋の流失の記録があり、津波高３～４ｍと推
定されている。 

・ 本市においては地震で潮水が大いに溢れ、【西之表市太平洋側の】現和村の庄司浦で人家
が十軒流失したとの記録（種子島家の家譜）があり、種子島北部での津波高５～６ｍと推定
した論文（羽鳥、1985）がある。 

鹿児島県における津波災害 
西暦年月日 波源域 遡上地 人的被害 備考 

1605. 2. 3 南海トラフ沿い 鹿児島全域 多数 慶長地震 
1662.10.11 日向灘 大隅 記録なし 日向と混同か 
1707.10.28 南海トラフ沿い 種子島 記録なし 宝永地震 
1748. 9 ほか － 串木野、市来 記録漠然 高潮か 
1778. 9.27 － 沖永良部 記録なし 高潮か 
1781. 4.11 桜島北東沖 鹿児島湾北部 死亡・不明 15 海底噴火か 
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第５節 災害の想定 
第１ 地震・津波の想定 
１ 想定地震等の考え方 

地震・津波災害は、過去の被害記録から人命や家屋等の財産に大きな影響を与え、台風等の風
水害に比較すると突発的で予知できない災害として位置づけられる。 

災害の想定において、鹿児島県は平成 23年 3月に発生した東日本大震災の被害状況を踏まえ、
平成 24 年度から 25 年度までの 2 か年計画で「地震等災害被害予測調査」を実施している。24
年度は県で設定した 11 の震源等ごとに地震・津波の大きさを想定し、25 年度は、国の手法を参
考に災害に伴う物的・人的な被害想定等を行っている。 

ここでは、これらの想定に基づいて本市における地震・津波災害を想定する。 
想定地震等の概要 

番号 想定地震等の位置 

気象庁マグニ
チュード 
（ＭJ） 

モーメント 
マグニチュード※ 

（Ｍｗ） 

震源断層 
上端の深度 

（km) 
津波 

① 鹿児島湾直下 7.1 6.6 3 ○ 

② 
県西部直下 
【市来断層帯（市来区間）近辺】 7.2 6.7 1 ○ 

③ 
甑島列島東方沖 
【甑断層帯（甑区間）近辺】 7.5 6.9 1 ○ 

④ 
県北西部直下 
【出水断層帯近辺】 7.0 6.5 3 － 

⑤ 
熊本県南部 
【日奈久断層帯（八代海区間）近辺】 7.3 6.8 3 ○ 

⑥ 
県北部直下 
【人吉盆地南縁断層近辺】 7.1 6.6 2 － 

⑦ 
南海トラフ 
【東海・東南海・南海・日向灘（4連動）】 － 

地震：9.0 
津波：9.1 10 ○ 

⑧ 種子島東方沖 － 8.2 10 ○ 

⑨ トカラ列島太平洋沖 － 8.2 10 ○ 

⑩ 奄美群島太平洋沖（北部） － 8.2 10 ○ 

⑪ 奄美群島太平洋沖（南部） － 8.2 10 ○ 

⑫A 
桜島北方沖 
【桜島の海底噴火】 － － － ○ 

⑫B 
桜島東方沖 
【桜島の海底噴火】 － － － ○ 

※モーメントマグニチュード 
地震は地下の岩盤がずれて起こる。この岩盤のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量 
×岩石の硬さ）をもとにして計算したマグニチュードのこと。 
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想定地震等の位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
 
 



第１章 総 則 
第５節 災害の想定 

地震・津波災害対策編 - 6 - 

２ 想定地震等の概要 
（１）地震動の想定 

「平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査」では、本市における各想定地震の
最大震度は下表の通りである。 

地震動の想定結果で最大震度が最も大きかったのは、震度 6 強の「種子島東方沖」、次い
で、震度 5 強の「トカラ列島太平洋沖」、震度 5 弱の「南海トラフ（西側ケース）」という結
果となった。 

この 3 つの震源を本市における想定地震とする。 
想定地震の結果 

資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
  

番号 想定地震等の位置 西之表市 最大震度 

① 鹿児島湾直下 3 

② 
県西部直下 
【市来断層帯（市来区間）近辺】 3 

③ 
甑島列島東方沖 
【甑断層帯（甑区間）近辺】 3 

④ 
県北西部直下 
【出水断層帯近辺】 3 

⑤ 
熊本県南部 
【日奈久断層帯（八代海区間）近辺】 2 

⑥ 
県北部直下 
【人吉盆地南縁断層近辺】 2 

⑦ 

南海トラフ 【基本ケース】 4 

  〃   【東側ケース】 4 

〃   【西側ケース】 5 弱 

〃   【陸側ケース】 5 弱 

⑧ 種子島東方沖 6 強 

⑨ トカラ列島太平洋沖 5 強 

⑩ 奄美群島太平洋沖（北部） 4 

⑪ 奄美群島太平洋沖（南部） 3 
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震度分布図（1/4） 

① 鹿児島湾直下  ② 県西部直下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 甑島列島東方沖 ④ 県北西部直下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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震度分布図（2/4） 

⑤ 熊本県南部  ⑥ 県北部直下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 南海トラフ 【基本ケース】 ⑦ 南海トラフ 【東側ケース】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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震度分布図（3/4） 

⑦ 南海トラフ 【西側ケース】  ⑦ 南海トラフ 【陸側ケース】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 種子島東方沖 ⑨ トカラ列島太平洋沖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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震度分布図（4/4） 

⑩ 奄美群島太平洋沖（北部）  ⑪ 奄美群島太平洋沖（南部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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（２）津波の想定 
ア 浸水想定                        地域沿岸の区分 

内閣府は平成 24 年 8 月に公表した
「南海トラフの巨大地震モデル検討会
（第二次報告）津波断層モデル編」にお
いて、津波断層モデルを 11 ケース設定
している。 

その中で、CASE5「四国沖～九州沖
に大すべり地域+超大すべり域を設定」
と CASE 11「室戸岬沖と日向灘に大す
べり+超大すべり域を 2 箇所設定」の 2
ケースが鹿児島県内に大きな被害を及
ぼす可能性が高いと想定されている。 

西之表市においては、「南海トラフ
CASE5」、「南海トラフ CASE11」、「種
子島東方沖」、「トカラ列島太平洋沖」の
4 つのケースが被害を及ぼす可能性が
高いと考えられ、下表の結果となって
いる。 

 

 

津波到達時間・津波高 
 津波の高さ 

+1m 
最大津波 最大津波高 最大津波高 

（地殻変動考慮※） 
 （分） （分） （T.P.m） （m） 

南海トラフ
CASE5 28 35 9.85 10.02 

南海トラフ
CASE11 29 36 10.11 10.27 

種子島東方沖 11 50 5.54 5.83 
トカラ列島 
太平洋沖 17 143 4.65 4.76 

※地殻変動量（-沈降）を考慮した最大津波高 
資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 

 

 

西之表市における津波の想定で、最大津波高が最も高いのは「南海トラフ CASE11」という結
果となった。 
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これを踏まえた「平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査」では、西之表市域の海
岸を 7 つに区分し、津波浸水想定図を作成している。 

海岸区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の青番号は、鹿児島県浸水想定図番号である。西之表市は 103～106、119～121 が該当
し、次頁以降の図番は上図に示す①～⑦とする。 

資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
  

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE5）（1/3） 
①                    ③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE5）（2/3） 
④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE5）（3/3） 
⑥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE11）（1/3） 
①                        ③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE11）（2/3） 
④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（南海トラフCASE11）（3/3） 
⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成 24～25 年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（種子島東方沖）（1/3） 
①                        ③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（種子島東方沖）（2/3） 
④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※堤防条件：堤防なし 
資料：平成24～25年度 鹿児島県地震等災害被害予測調査 
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津波浸水想定図（種子島東方沖）（3/3） 
⑥ 
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県は平成 26 年 9 月に「津波防災地域づくりに関する法律」第 8 条第 1 項に基づき、「津波浸水
想定」を公表した。 

このシミュレーションは、「平成 24～25 年度鹿児島県地震等災害被害予測調査」の津波浸水想
定図に基づいており、鹿児島県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される 12 の地震モデル
での津波のシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる浸水域、浸水深を示している。 

平成 26 年 9 月作成の津波浸水想定図は、県内の沿岸区域を 209 に分割し、沿岸市町村の最高
津波の水位及びその地点において、津波の水位が＋20cm に達する時間を示している。 

この図においても、西之表市域の海岸は 9 つに区分されている。 
 

「津波浸水想定」において 12 ケースの津波浸水シミュレーション結果を重ね合わせた結果、西
之表市で最大となるのは「南海トラフ CASE11」となっている。 

その CASE11 において、西之表市現和では津波到達時間が 30 分、最高津波水位は T.P.+10.2m、
最大津波到達時間が 36 分となっている。 
 

時刻歴波形 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：津波浸水想定（H26年9月公表） 
 

 

地震動に関しては、（1）地震動の想定に示した「南海トラフ西側ケース」、「種子島東方沖」、「ト
カラ列島太平洋沖」の 3 つのケースによる本市への影響が特に大きいと考えられる。 

津波に関しては、上記の通り「南海トラフ CASE11」による本市への被害が大きいと想定され
る。 

したがって、次の第 3 項以降は、「南海トラフ西側ケース（津波：CASE11）」、「種子島東方沖」、
「トカラ列島太平洋沖」の 3 つのケースを取り上げて、その影響を比較する。 
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津波浸水想定図（H26年9月作成） 
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イ 津波防災マップ 
本市は、令和３年 2 月に「西之表市防災マップ」を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  








































































